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私の研究のポイント

研 究 分 野

本研究室では、コンピュータシミュレーション

を用いて、宇宙電磁環境の調査や電波観測装置
の開発など、電波を利用した研究を行っていま

す。

電波に関する様々な問題に対して、コンピュー
タシミュレーションを利用して現象を再現し、

電波を目に見える形で検証して問題解決を図り

ます。電離圏や宇宙空間、室内空間など特殊な

環境下における電波伝搬シミュレーションを
行っており、人工衛星搭載用電子機器の電磁ノ

イズシールド法の研究やコンクリート内部検査
システムの開発なども手掛けています。

シミュレーションを用いた電波応用システム開発
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 電子機器のノイズ対策

人工衛星のEMC対策

シミュレーションモデル
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ワイヤアンテナ

人工衛星搭載の電子機器から発生する電磁ノイズを
シミュレーションで分析し、最適なシールドを実現しました。


